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○大規模自然災害への備えとして、迅速に地方公共団体等への支援が行えるよう、平成20年4月にTEC-FORCEを創設

○TEC-FORCEは、大規模な自然災害等に際して、被災自治体が行う被災状況の迅速な把握、被害の拡大の防止、被

災地の早期復旧等に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施

○本省災害対策本部長の指揮命令のもと、全国の各地方整備局等の職員が活動

○国土交通省各組織の職員合計7,728名（平成27年10月現在）を予め任命

活動内容活動内容

※TEC-FORCE（Technical Emergency Control FORCE）：緊急災害対策派遣隊

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）の概要

TEC-FORCEとはTEC-FORCEとは
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【H27.9 関東・東北豪雨】
（茨城県常総市）

【H27.9 関東・東北豪雨】
（茨城県常総市）

【 H27.5 口永良部島の火山活動 】
（鹿児島県屋久島町）

【 H27.5 口永良部島の火山活動 】
（鹿児島県屋久島町）

【 H26.8 広島土砂災害 】
（広島県広島市）

【 H26.8 広島土砂災害 】
（広島県広島市）

【 H26.11 長野県北部地震 】
（長野県小谷村）

【 H26.11 長野県北部地震 】
（長野県小谷村）

災害対策用ヘリコプターによる被災状況調査 市町村へのリエゾン派遣 被災状況の把握

Ku-SAT※による監視体制確保 自治体への技術的助言 排水ポンプ車による緊急排水 捜索活動への技術的助言

【 H26.9 御嶽山の噴火 】
（長野県王滝村）

【 H26.9 御嶽山の噴火 】
（長野県王滝村）

※Ku-SAT：小型衛星画像伝送装置※Ku-SAT：小型衛星画像伝送装置

【 H27.9 関東・東北豪雨】
（宮城県栗原市）

【 H27.9 関東・東北豪雨】
（宮城県栗原市）

【 H25.10 台風第26号 】
（東京都大島町）

【 H25.10 台風第26号 】
（東京都大島町）

災害対策用ヘリコプター
「あおぞら号」

災害対策用ヘリコプター
「あおぞら号」



緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）の隊員数

TEC-FORCE隊員は全国の地方整備局を主体に任命されており災害の規模によっては全国から集結
※ほか、国土交通省本省、地方運輸局等、国土技術政策総合研究所、気象庁、国土地理院から構成されており、専門性を活かし

た調査、技術指導等による自治体支援を実施

地方整備局等
（７，２９６名）

国土技術政策総合研究所
（９８名）

本省（９０名）

地方運輸・航空局
（２４４名）

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 登録隊員構成

※平成２７年１０月現在 計７，７２８名
（国土地理院、気象庁は事前任命が
ないため、グラフに含まれない。）

北海道開発局
５６６名

東北地方整備局
６４６名

沖縄総合事務局
４０名

関東地方整備局
１，２２９名

北陸地方整備局
６８９名

中部地方整備局
１，２４１名

近畿地方整備局
８６０名

四国地方整備局
４８０名

中国地方整備局
８１３名

九州地方整備局
７３２名
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大規模な災害には全国の機材が集結し支援を行います。

国土交通省の災害対策用機材の配備状況

地整名 排水ポンプ車 照明車
対策本部車
待機支援車

遠隔操作式
バックホウ

衛星通信車 Ku-SAT
災害対策用
ヘリコプター

備 考

北海道 27 15 8 1 4 14 1

東 北 45 29 10 2 4 19 1

関 東 41 41 25 2 9 29 1

北 陸 39 37 11 3 4 20 1

中 部 36 34 15 2 6 17 1

近 畿 32 27 17 1 7 21 1

中 国 33 24 6 1 5 16
1

ヘリは四国・中国
地整とで共同管理四 国 33 28 11 2 5 8

九 州 60 24 9 2 4 16 1

沖 縄 1 3 1 0 1 6 0

計 347 262 113 16 49 166 8

▼平成27年4月1日現在 （単位：台）

【 H26.8 広島土砂災害 】
（広島県広島市）

【 H26.8 広島土砂災害 】
（広島県広島市）

【 H26.8 台風第12号・11号 】
（山口県和木町）

【 H26.8 台風第12号・11号 】
（山口県和木町）

【 H26.8 広島土砂災害 】
（広島県広島市）

【 H26.8 広島土砂災害 】
（広島県広島市）

■排水ポンプ車 ■照明車 ■対策本部車

【 H26.11 長野県北部地震 】
（長野県白馬村）

【 H26.11 長野県北部地震 】
（長野県白馬村）

■Ku-SAT
（小型衛星画像伝送装置）

【 H26.9 御嶽山の噴火 】
（長野県王滝村）

【 H26.9 御嶽山の噴火 】
（長野県王滝村）

■衛星通信車

土のう造成機、応急組立橋、散水車、橋梁点検車、側溝清掃車、路面清掃車など

その他の機材
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国土交通本省
(災害対策本部)

本省本部長の指示により
TEC-FORCE広域派遣を指示

応援地方整備局
(応援対策本部)

TEC-FORCE広域派遣による支援

※災害状況から判断し、要請を待たずに支援する場合があります。

中小規模の災害時 大規模災害時

TEC-FORCE管内派遣による支援

地方整備局長の指示により
TEC-FORCE派遣を指示

災害規模に応じた支援の仕組み
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被災した地方自治体等

要請

要請

被災地方整備局
(災害対策本部)



823人日

2,414人日

2,916人日

2,629人日

1,727人日

1,438人日

1,152人日

1,085人日

2,704人日

1,227人日

○平成23年3月に発生した東日本大震災では、国土交通大臣の指示の下、震災発生の翌日には各地方整備局から

約400名のTEC-FORCE隊員を現地に派遣。

○最大500名を超える隊員が、余震が続き、雪の積もる中で排水ポンプ車による排水活動、市町村リエゾンによ

る自治体支援、道路・堤防の被災状況の把握等を実施。

早急にヘリコプターを発進させ、
貴重な映像等を入手

出動人数
（延べ人数）

延べ
18,115人日

TEC-FORCE：のべ18,115人・日（3/11～11/21）
災害対策用機械（排水ポンプ車、衛星通信車等）

：発災後１ヶ月間でのべ5,760台・日を派遣 堤防被災状況の把握

排水ポンプ車による
行方不明者捜索活動の支援

市町村長の片腕となる
職員を派遣し技術的支援を実施

衛星通信車による
途絶した通信回線の確保

道路被災状況の把握

平成２３年３月 東日本大震災への派遣
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①【発災当日】計62名
・市町村等に43名を派遣
・ヘリ3機が現地調査

（5機が東日本へ移動）

②【発災翌日】計397名
・市町村等に111名派遣（以降継続）
・被災状況調査のため247名を派遣
・通信確保のため

衛星通信局3台、 4名を派遣 等

③【3日後】計511名【4日後】計521名
・被災状況調査のため323名に派遣を増強
・被災地の通信確保のため衛星通信局8台、9名に増強
・被災市町村のニーズをもとに救援物資の調達を開始

発災

④【発災後1ヶ月間】延べ9,749名
・被災状況を踏まえ、応急復旧、自治体支援、

災害対策機械操作等の部隊を派遣

被災状況調査

運営

研究者・専門家による調査

自治体支援・通信確保

［派遣人数］

応急復旧支援

注1：延べ出動数の単位は人日、台日。 注2：応急復旧はTEC-FORCE、東北地方整備局職員、地元及び各地の建設業者が実施。

【全国の地方整備局からの派遣状況】

東北地整の災対本部等の指揮下で活動

（国、県、市町村等
管理施設を調査）

（リエゾン、市町村の復旧支援等）

（道路の復旧、ポンプ排水等）

合計

北陸地整・四国地整の排水ポンプ車

出動数 延べ出動数
TEC-FORCE隊員 1,742 9,749
ヘリコプタ 8 119
衛星通信車 9 260
可搬式衛星通信局 16 345
排水ポンプ車 93 2,021
照明車 67 1,611
対策本部車等 58 1,523

東日本大震災発災後１ヶ月間におけるTEＣ－ＦＯＲＣＥの活動状況
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出動人数
（延べ人数）

延べ
5,165人日

東北 65人日
1%

関東

560人日
11% 北陸

305人日
6%

中部

968 人日
19%

近畿

1,559人日
30%

中国

622 人日
12%

四国,349人日
7%

九州

737人日
14%

○国土交通大臣の指示の下、発災直後から緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）として専門知識を有する職員の
派遣や災害対策用資機材の広域運用を開始。

○発災後ほぼ１ヶ月の間にのべ4,300人・日を超える体制で、被災した三重県、奈良県、和歌山県において、
被災状況調査、現地対策本部（自治体）の運営支援、大規模な土砂災害等に対する高度技術支援、応急対
策・被害拡大防止（排水ポンプ車等災害対策用機械の設置等）を実施。

マスコミ対応被災状況調査

孤立地域での技術支援等
現地対策本部の運営支援

リエゾンによる要望確認ヘリコプターを使った
緊急的な被災状況調査

平成２３年９月 台風第１２号災害への派遣

7



本省・国総研・土

研 29 
関東地整 18 

北陸地整 28 

中部地整 71 

近畿地整 74 

中国地整 84 

四国地整 100 

九州地整 631 

リエゾンの派遣状況

福岡県庁（３５人・日）

中津市（２０人・日）

上毛町（６人・日）

熊本県庁（３２人・日）

熊本市（１４人・日）
南阿蘇村１９人・日）

久留米市（３人・日）

柳川市（４４人・日）

筑後市（８人・日）

みやま市（６人・日）

日田市（１７人・日）

阿蘇市（３３人・日）

大分県庁（１９人・日）

五木村（２人・日）人吉市（２人・日）

山鹿市（３人・日）

菊池市（８人・日）

【凡例】

：１５人以上

：１３～１４人

：１０～１２人

： ７～ ９人

： ４～ ６人

： １～ ３人

大分県竹田市

うきは市（２５人・日）

熊本県阿蘇市

出動人数
（延べ人数）

計
1,035人・日

日田市災害対策本部における
リエゾンの活動状況

大分県日田市

行方不明者の捜索のための
自衛隊・警察等への技術指導状況

衛星通信車による
沖端川復旧状況の中継

福岡県へ映像提供

今後の警戒避難体制等に関する
地元自治体への技術指導状況

熊本県南阿蘇村

排水ポンプ車による排水作業

福岡県柳川市

道路復旧のための被災状況の把握

竹田市（２２人・日）

○全国の地方整備局等からTEC-FORCEと災害対策用機械等を派遣し、二次災害の防止や早期復旧のための技術
支援等を実施。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ：最大150人派遣(7月15日)、のべ1,035人・日派遣(7/12～8/10)
災害対策用機械(照明車、衛星通信車等)： 最大121台派遣(7/15)、のべ1,222台・日派遣(7/3～8/10)

平成２４年７月 九州北部豪雨災害への派遣
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萩市 須佐地区
（国道315号）

山口県庁

島根県
益田県土整備事務所

島根県 津和野地区

萩市 田万川地区

萩市 むつみ地区

＜主な派遣先＞

山口市 阿東徳佐地区

＜TEC－FORCE派遣者数＞

西日本の地方整備局４地整より派遣。
また、8/5より国総研から２人・日派遣。

（リエゾンを含む）

延べ2,011人・日
（7/29～8/24）

○全国の地方整備局等からTEC-FORCEと災害対策用機械等を派遣し、二次災害の防止や早期復旧のための技術支
援等を実施。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ：最大205人派遣(8月5日)、のべ2,011人・日派遣(7/29～8/24)
災害対策用機械(照明車、衛星通信車等)： 最大15台派遣(7/29、8/5)、のべ148台・日派遣(7/28～8/27)

山口県萩市須佐(神田川)

国道315号山口県庁 日社川：山口県萩市須佐高津川派川南田川水門

緊急排水のため
排水ポンプ車の出動

防災ヘリコプターによる
（緊急）被害状況の把握

孤立集落解消に向けた
土砂撤去

早期の災害復旧に向けた
状況把握

土砂災害の
状況把握に向かう隊員

リエゾン派遣
被災情報・支援ニーズ等の把握

平成２５年７月 山口・島根豪雨災害への派遣
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小浜市役所

南山城村役場

舞鶴市役所

京都府福知山市

京都府舞鶴市

状況把握箇所

《主な派遣先》

小浜土木事務所

福井県小浜市

京都府南山城村

京都府綾部市

福知山市役所

綾部市役所

栗東市役所

滋賀県栗東市

滋賀県高島市

高島市役所

被災状況・要請内容等の把握
（小浜土木事務所）

早期復旧に向けた状況把握
（舞鶴市境谷橋）

排水ポンプ車による緊急排水
（福知山市荒河地先）

延べ
1,179名・日
9/15～10/8

TEC-FORCEの派遣状況

NHKの取材受ける
中国地整TEC-FORCE隊

由良川浸水状況 福知山市戸田・私市地先

ヘリコプターによる浸水状況の把握

○全国の地方整備局等からTEC-FORCEと災害対策用機械等を派遣し、二次災害の防止や早期復旧のための技術支
援等を実施。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ：最大157人派遣(9月20日)、のべ1,179人・日派遣(9/15～10/8)
災害対策用機械(排水ポンプ車、照明車等)： 最大33台派遣(9/16)、のべ264台・日派遣(9/16～10/7)

平成２５年９月 台風第18号等（京都府・福井県・滋賀県）への派遣
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大島町役場

大島支所

《主な状況把握箇所》
元町大金沢

《主な状況把握箇所》
元町長沢

延べ1,265人・日
（10/16～11/15）

TEC-FORCEの派遣状況

○全国の地方整備局等からTEC-FORCEと災害対策用機械等を派遣し、二次災害の防止や早期復旧のための技術
支援等を実施。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ：最大87人派遣(10月18日)、のべ1,２６５人・日派遣(10/16～11/15)
災害対策用機械(照明車、衛星通信車等)： 最大17台派遣(10/22～11/3)

のべ443台・日派遣(10/16～11/14)

国交省リエゾンと大島町職員との
現場対応に係る調整

救助・救援、復旧支援のための
照明車派遣

砂防ダム機能状況の確認

被災現場での
監視カメラの設置

太田国土交通大臣による
TEC-FORCEへの指示

早期復旧に向けた
被災箇所の把握

土石流流下状況の把握

平成２５年１０月 台風第２６号（大島町）への派遣
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甲府市

中
部
横
断
自
動
車
道

国
道
52
号
道

国道12号

国道20号

県道36号

「大雪に伴う通行止め路線箇所図」
（2月18日 12:00現在）

通行止め区間

地方自治体管理道路
の除雪支援箇所

TEC-FORCEの派遣状況

延べ360人・日
（2/15～3/6）

○高度な除排雪技術を有する北陸・中部地方整備局等から特に被害の大きかった山梨県や群馬県及び埼玉県等へ
TEC-FORCE及び除雪用機械を派遣し、早期の道路交通確保や雪崩等による二次災害防止のための技術支援等を
実施。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ：最大40人派遣(2/25)、のべ360人・日派遣(2/15～3/6)
除雪用機械(ロータリー除雪車、除雪ドーザ等)：最大27台派遣(2/20)、のべ227台・日派遣(2/16～3/13)

政府現地対策本部（山梨県庁）
開 催 状 況

関東地整TEC-FORCEによる
救援物資（燃料）輸送支援
（山梨県富士吉田市）

【山梨県支援】
孤立解消へ向けた除雪状況

県道河口湖精進線除雪状況
（富士河口湖町）

効率的な除雪へ向けた状況把握
（中部地方整備局TEC-FORCE）

平成２６年２月 豪雪（山梨県・群馬県・埼玉県等）への派遣
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中国地整：1,324人・日

北陸地整：147人・日中部地整：230人・日

近畿地整：121人・日

四国地整：215人・日

九州地整：341人・日

国総研・土研・地理院：145人・日

のべ2,523人・日(8/20～9/23)

▼派遣元別派遣人数(のべ人数)

安佐南区と安佐北区の被災状況 約2週間で324渓流を緊急点検し危険度を評価

市道等に堆積した土砂を約1ヶ月で撤去捜索活動の安全確保のための点検

被災状況 土砂災害危険箇所の評価

早期復旧のための支援捜索活動の支援

平成２６年８月広島土砂災害への派遣

○8月19日からの大雨を受けて、広島市では166件の土砂災害（土石流107件、がけ崩れ59件）が発生し、多数の住宅が飲

み込まれる甚大な被害（死者76名：平成27年12月16日17時30分現在）が発生。

○災害発生直後から、広島県及び広島市へリエゾンを派遣。また、災対ヘリによる被害状況把握を実施。

○全国の地方整備局等からTEC-FORCEと災害対策用機械等を派遣し、(1)土砂災害危険箇所の評価・捜索活動の支援、(2)

早期復旧のための支援、(3)二次災害防止のための支援を実施。

TEC-FORCE：最大140人派遣(8月28日)、のべ2,523人・日派遣(8/20～9/23)

災害対策用機械(照明車、衛星通信車等)：最大18台派遣(9月4～5日)、のべ約590台・日派遣(8/20～10/30現在)

航空写真：国土地理院

13
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平成２６年８月豪雨災害（丹波・福知山）への派遣

○前線の停滞により、16日から17日朝にかけて局地的に記録的な大雨が降り、京都府では約7,000棟の家屋、兵
庫県では約1,200棟の家屋に、全壊・半壊、浸水などの甚大な被害が発生。

○京都府福知山市では、発災当日から(1)リエゾンによる連絡調整のほか、近畿地方整備局からTEC-FORCEと排水
ポンプ車を派遣し、(2)緊急排水、(3)被災状況調査(河川、道路)、(4)河道閉塞の復旧工法に関する技術的助
言、浸水により運転停止となった(5)下水処理施設の排水支援を実施。

○兵庫県丹波市では、発災当日から(1)リエゾンによる連絡調整のほか、近畿地方整備局をはじめ北陸・中部地
方整備局からTEC-FORCEを派遣し、(2)被災状況調査(土砂災害)を実施。

TEC-FORCE：のべ220人・日派遣(8月17日～8月26日)

位 置 図

京都府福知山市での
TEC-FORCE活動箇所

兵庫県丹波市での
TEC-FORCE活動箇所

下水処理施設の排水支援 福知山市長へ調査報告書を手交

京都府福知山市の状況 兵庫県丹波市の状況

8月22日

8月21日

丹波市長へ調査報告書を手交

被災箇所調査（土砂災害）

▼近畿地方への派遣人数(のべ人数)

8月17日

京都府福知山市の浸水状況

8月26日

8月19日

河川施設の被災状況調査

8月22日
のべ220人・日
(8/17～8/26)

近畿地整：189人・日

中部地整：15人・日

北陸地整：12人・日

土 研： 4人・日
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平成２６年８月豪雨災害（礼文島）への派遣

○23日から24日にかけて、道北地方を中心に激しい雨が降り、礼文島では1時間降水量41.0mm、24時間降水量
183.0mmを観測するなど、50年に一度の大雨となった。これにより礼文島では、17棟の家屋被害が発生。

○発災直後から、(1)リエゾンによる北海道及び礼文町等(1道6市町)との連絡調整を実施。
○災害対策用ヘリコプターによる、(2)上空からの被災状況調査を実施。
○北海道開発局からTEC-FORCEを派遣し、(3)被災状況調査、(4)被災箇所の監視支援を実施。

TEC-FORCE：のべ83人・日派遣(8月24日～9月1日)

上空からの被災状況調査 被災箇所の監視支援

現地踏査による被災状況調査 調査結果の報告

土砂災害により全壊した住宅 土砂災害による道道の途絶 小型画像伝送装置(Ku-sat)による
被災箇所のリアルタイム配信

入船川の被災状況調査 被災した町道の状況調査 礼文町長への調査結果報告

位 置 図

北海道礼文町での
TEC-FORCE活動箇所



○11月22日22時8分頃、長野県北部を震源に発生した地震（最大震度６弱）により、多数の家屋被害（全壊77
棟、半壊136棟、一部破損1,624棟）が発生。

○災害発生直後から、長野県及び長野市、白馬村、小谷村等にリエゾンを派遣。また、災害対策用ヘリコプター
による上空からの被害状況調査を実施。

○関東地方整備局及び北陸地方整備局からTEC-FORCEと災害対策用機械等を派遣し、(1)被災箇所の状況把握、
(2)早期復旧のための支援、(3)被災箇所の監視支援を実施。
TEC-FORCE：最大77人派遣(11月27日)、のべ589人・日派遣(11/22～12/10)
災害対策用機械(照明車、衛星通信車等)：最大20台派遣(11月24～25日)、のべ216台・日派遣(8/23～12/16)

小谷村長に調査結果を手交被災箇所の状況把握

監視カメラによる
被災箇所の監視支援

位 置 図

TEC-FORCE活動範囲

関東地整：293人・日北陸地整：289人・日

国総研・土研・地理院：7人・日

のべ589人・日(11/22～12/10)

照明車による
被災箇所の監視支援

小谷村

白馬村

×震源
長野市

▼派遣元別派遣人数(のべ人数)

平成２６年１１月 長野県北部地震への派遣
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○5月29日9時59分、新岳において爆発的な噴火が発生し、噴煙が火口上9,000ｍ以上まで上がった。また、火砕
流が発生し、新岳火口の南西側から北西側（向江浜地区）方向の海岸まで達した。

○噴火発生直後から、鹿児島県及び屋久島町にリエゾンを派遣し連絡調整を実施。
○また、災害対策用ヘリコプターによる、(1)降灰状況及び土石流発生状況の調査のほか、(2)火口周辺の監視を

噴火当日から実施。
○九州地方整備局からTEC-FORCEと災害対策用機械等を派遣し、(3)小型画像伝送装置により屋久島町役場にリア

ルタイム映像配信するとともに、録画映像や写真を屋久島町を通じて避難者の方々に提供。
TEC-FORCE：のべ370人・日派遣(5月29日～7月24日)

位 置 図

口永良部島拡大図

口永良部島

噴火火口位置
↓

一時入島の状況を
関係機関で監視

住民の方々に
これまでの調査結果を説明

一時入島に向けた
自衛隊との事前調整

災対ヘリによる降灰等の状況調査
5月29日 16時頃撮影

TEC-FORCE派遣先

屋久島

屋久島中継所に
監視カメラを設置避難者数の合計：138名

新岳▲

古岳▲

本村●

番屋ヶ峰▲

平成２７年５月 口永良部島噴火への派遣

5月31日 6月1日

6月7日 6月29日

小型画像伝送装置(Ku-sat)
の設置

5月30日



平成２７年９月関東・東北豪雨（関東地方）への派遣

国総研・土研・国土地理院
： 41人・日

のべ2,337人・日
(9/9～1/15現在)

▼関東地方への派遣人数(のべ人数)

九州地整： 52人・日

四国地整： 83人・日

中国地整：164人・日

近畿地整：155人・日

中部地整：223人・日

関東地整：1,466人・日

北陸地整：153人・日

位 置 図

茨城県常総市での
TEC-FORCE活動箇所

土石流箇所の被災状況調査
（栃木県日光市）

茨城県常総市の浸水状況

河川施設の被災状況調査

全国から集結した災害対策用機械

鬼怒川

小貝川

○平成27年9月関東・東北豪雨により、利根川水系鬼怒川において堤防決壊や越水等が発生し、茨城県常総市で

は、市の面積の1/3にあたる約40㎢が浸水し、約6,000棟の家屋に全壊・半壊、浸水等の甚大な被害が発生。

○鬼怒川では、降雨や河川水位の状況より甚大な被害が予測されたことから、発災当日には北陸・中部・近畿

地方整備局からTEC-FORCEの先遣隊が関東地方整備局に参集するとともに、発災前より排水ポンプ車の集結を

開始し、堤防が決壊した当日には排水活動に着手。

○さらに、中国・四国・九州地方整備局の排水ポンプ車を加えた最大51台により24時間体制で排水活動を行

い、10日間で浸水を概ね解消。

○全国の地方整備局等からTEC-FORCEと排水ポンプ車等を派遣し、(1)緊急排水活動、(2)被災状況調査（河川、

道路、土砂災害）、(3)排水活動のための道路啓開、(4)排水路等の土砂撤去、(5)リエゾンによる茨城県及び

栃木県等（2県23市町）との連絡調整を実施。

TEC-FORCE：のべ2,337人・日派遣(9月9日～1月15日)

道路啓開による放置車両撤去

9月11日 9月11日

9月14日9月16日 9月15日

災対ヘリ「あおぞら号」

24時間体制による緊急排水活動

9月13日
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○平成27年9月関東・東北豪雨により、鳴瀬川水系渋井川において堤防が決壊し、宮城県大崎市では約700棟の

家屋に半壊・一部損壊、浸水など甚大な被害が発生。

○発災当日には北陸・中部・近畿地方整備局からTEC-FORCEの先遣隊が東北地方整備局に参集するとともに、東

北地方整備局をはじめ北陸・中部地方整備局、北海道開発局から、大崎市をはじめ宮城県内に排水ポンプ車

（最大16台）を派遣し、24時間体制で排水活動を行い、5日間で浸水を解消。

○排水活動により概ね1日で浸水が解消された大崎市では、首長から感謝の言葉をいただくとともに、浸水時間

が軽減された田圃から一等米（等級検査）が収穫。

○全国の地方整備局等からTEC-FORCEと排水ポンプ車等を派遣し、(1)緊急排水活動、(2)リエゾンによる宮城県

及び福島県等（1県8市町）との連絡調整を実施。

TEC-FORCE：のべ225人・日派遣(9月10日～9月18日)

平成２７年９月関東・東北豪雨（東北地方）への派遣

▼東北地方への派遣人数(のべ人数)

東北地整：73人・日

北 海 道：54人・日

北陸地整：34人・日

中部地整：64人・日
のべ225人・日
(9/10～18)

位 置 図

宮城県大崎市での
TEC-FORCE活動箇所

上空からの被災状況調査

緊急排水完了を県・市へ報告 大崎市長に活動完了を報告

渋井川

鳴瀬川

災害対策会議への出席

町職員と合同での被災状況調査

渋井川(宮城県)の状況 南会津町(福島県)の状況

広域支援による緊急排水

福島県南会津町での
TEC-FORCE活動箇所 9月11日 9月12日

9月16日 9月14日

9月10日

9月15日
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5回

4回

3回

4回

7回

16回

10回

11回

568人

238人
131人

3,782人
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1,565人 1,605人

1,130人
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2,000

3,000
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5,000
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12

16

20

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

派遣回数（回）

派遣年度

派遣回数

派遣隊員数

派遣隊員数（人）

20

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの派遣実績

平成２８年２月５日時点

派遣総数 ９，４４７人

のべ ４２，４０８人・日

○TEC-FORCEは平成20年度発足以来、平成28年2月5日までに東日本大震災をはじめ６０の災害に対し、

のべ４万人・日を超える地方整備局などの職員により被災地支援を実施。

※平成２８年２月5日末時点



H20_6_岩手宮城
内陸地震

H20_7_岩手沿岸
北部地震

H20_7_28の大雨
（石川・富山県）

H20_8_末豪雨
（愛知県）

H20_9_2~3の大雨
（岐阜県）

派遣隊員数（人） ４０８ １４７ ５ ５ ３

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

１，４９９ ３８１ ６ ５ ３

H21_7_6~7の大雨
（和歌山県）

H21_7_中国・九州北部豪雨
（山口・福岡・佐賀・長崎県）

H21_8_駿河湾沖を
震源とする地震

H21_台風第9号
（兵庫・岡山）

派遣隊員数（人） ４ １１９ ９２ ２３

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

４ ９５４ ２４９ ４１

平成２０年度派遣総数 ５６８人 のべ １，８９４人・日

平成２１年度派遣総数 ２３８人 のべ １，２４８人・日

H22_7_16の大雨
（広島県）

H22_台風第9号
（静岡県）

H22_10_奄美地方の大雨
（鹿児島県）

派遣隊員数（人） ２２（６） ３５（０） ７４（９）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

６９（８） ８１（０） ２９９（１５）

平成２２年度派遣総数 １３１人 のべ ４４９人・日

平成２３年度派遣総数 ３，７８２人 のべ ２３，６４８人・日

H23_3_11
東日本大震災

H23_7_新潟・福島
豪雨（新潟・福島県）

H23_台風第12号
（奈良、和歌山、三重）

H24_3_上越市
板倉地区地すべり

派遣隊員数（人） ２，８８２（１，８３６） １３１（３８） ７３２（４１０） ３７（０）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

１８，１１５（１２，８９８） ２６２（１０７） ５，１８５（２，８７２） ８６（０）

※（ ）内の数値は内書きで、被災地方整備局以外からの派遣者数を表します。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの派遣実績（H20～H23）
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平成２５年度派遣総数 １，５６５人 のべ ６，１３７人・日

H25_4_13
淡路島地震

H25_4_17
三宅島近海地震

H25_4_23
浜松市

地すべり

H25_7_6
福岡県岡垣町
町道法面崩壊

H25_7_18～
静岡県

西伊豆町豪雨

H25_7_27～
宮城県栗原市

H25_7_28～
山口県
島根県

派遣隊員数（人） １４（３） ７（０） ６５（０） ２（０） ３９（０） ９（０） ３５８（１８2）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

１４（３） ７（０） ８９（０） ２（０） ５３（０） １１（０） ２，０１１（１，０９１）

※（ ）内の数値は内書きで、被災地方整備局以外からの派遣者数を表します。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの派遣実績（H24～ H25）

平成２４年度派遣総数 ４２８人 のべ １，３０７人・日

H24_4_糸魚川市
地すべり

H24_4_三条市
地すべり

H24_5_低気圧
（茨城県）

H24_6_の台風第4号
（宮城・三重・奈良・

和歌山県）

H24_6末
梅雨前線

（鹿児島県）

H24_7_九州北部豪雨
（福岡、大分、熊本県）

H24_8_前線
（京都府、滋賀県）

派遣隊員数（人） ５（０） ４（０） ２０（０） １８（０） １９（０） ３２６（８５） ３６（０）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

６（０） ４（０） ３４（０） ２０（０） ６４（０） １，０３５（４０４） １４４（０）

H25_11_07
秋田市突風

H25_11_21～25
秋田県由利本荘市道路工事事故

H26_1_26～29
北海道福島町道道土砂崩れ

H26_01_26～
北海道・東北・関東甲信越等雪害

派遣隊員数（人） ４（０） ４０（０） １６（０） １７５（７９）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

５（０） ５５（０） １６（０） ４２７（２８０）

H25_8_9～
岩手県
秋田県

H25_8_23～
島根県

台風第18号
大阪、京都、奈良等

H25_10_21
台風第26号

東京都大島町など

H25_10_24
台風第27号

大分、愛媛、徳島、京都、静岡、など

派遣隊員数（人） ５４(０) １５０（３６） ２７７（１４６） ３２９（１２９） ２６（０）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

６６(０) ８０８（２４５） １，２３７（８３２） １,３０９（６６９） ２７（０）
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※（ ）内の数値は内書きで、被災地方整備局以外からの派遣者数を表します。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの派遣実績（H26～H27.10末時点）

平成２６年度派遣総数 １，６０５人 のべ４，４９７人・日

H26_6前線等
高知県
宮崎県

台風第８号及び
梅雨前線

長野県南木曽町など

台風第１２号及び
第１１号の大雨等

平成26年8月豪雨

北海道礼文町、京都府福知山、
兵庫県丹波市、岐阜県高山市など

広島土砂災害

派遣隊員数（人） １０（０） １３７（０） ３１３（２） １５８（９） ４２４（１８８）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

１９（０） １８７（０） ３５６（２） ３７８（２７） ２，５２３（１，１９９）

御嶽山の噴火 台風第１８号 台風第１９号
長野県北部を

震源とする地震
H26_12_5～
徳島県雪害

派遣隊員数（人） １７９（０） ４４（０） ６２（０） ２４２（０） ３６（０）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

２７４（０） ４９（０） ８８（０） ５８９（０） ３４（０）
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平成２７年度派遣総数 １，１３０人 のべ３，２２８人・日 （※平成２８年２月５日時点）

北海道羅臼町
土砂崩落
(海岸隆起)

口永良部島の
火山活動

6月24日から続く
梅雨前線

H27_7
大分県南部を

震源とする地震

台風第11号による
大雨等

台風第15号及び16号
による大雨等

派遣隊員数（人） ４（０） ９２（０） １５（０） ２（０） ６５（０） ５９（０）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

４（０） ３７０（０） ４８（０） ２（０） ８３（０） ７４（０）

平成27年9月
関東・東北豪雨

台風第１２号 台風第２３号
1月23日からの

大雪等
京都府宮津市

河道閉塞

派遣隊員数（人） ８２６（２１８） ３（０） １７（０） ４４（０） ３（０）

派遣隊員の活動員数
（のべ 人・日）

２，５８７（１，０１３） ３（０） １９（０） ３５（０） ３（０）


